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日
建
連
の
建
築
技
術
開
発
委
員
会
（
奥
村
太
加
典
委

員
長
﹇
㈱
奥
村
組
社
長
﹈）
は
、
下
部
組
織
で
あ
る
地

盤
基
礎
専
門
部
会
に
「
場
所
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
の

品
質
管
理
の
現
状
と
課
題
Ｗ
Ｇ
」
を
設
置
し
、
本
年
六

月
三
十
日
、
活
動
の
成
果
と
し
て
「
場
所
打
ち
コ
ン
ク

リ
ー
ト
杭
の
品
質
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
公
表
し
た
。

近
年
の
場
所
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
は
軸
部
や
拡
底
部

が
大
径
化
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
を
増
し
た
り
、

太
径
の
鉄
筋
を
密
に
配
筋
す
る
な
ど
し
て
設
計
が
行
わ

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
流
動
性
の
確
保
を
始
め
と
し
た
品
質
管
理

や
施
工
管
理
の
現
状
を
見
直
し
、
よ
り
良
い
品
質
を
確

保
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
改
め
て
示
し
た
。

　

本
書
の
第
一
章
で
は
Ｗ
Ｇ
発
足
の
経
緯
と
活
動
状
況

を
、
第
二
章
で
は
品
質
管
理
の
現
状
を
紹
介
し
、
第
三

章
で
不
具
合
情
報
の
収
集
と
要
因
分
析
の
結
果
を
述
べ

て
い
る
。
不
具
合
情
報
の
収
集
で
は
（
一
社
）
日
本
基

礎
建
設
協
会
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
七
十
三
事
例
を

抽
出
し
て
推
定
要
因
の
統
計
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

第
四
章
で
は
不
具
合
の
要
因
分
析
か
ら
見
え
て
き
た

品
質
確
保
に
関
わ
る
現
状
の
課
題
を
十
五
項
目
あ
げ
、

　

日
建
連
の
イ
ン
フ
ラ
再
生
委
員
会
（
岡
本
正
委
員
長

﹇
清
水
建
設
㈱
副
社
長
﹈）
は
本
年
四
月
、「
施
工

C
I
M
事
例
集
2
0
1
7
」
を
公
表
し
た
。
当
委
員
会

の
技
術
部
会
で
は
、
二
〇
一
五
年
よ
り
毎
年
、
会
員
企

業
が
保
有
す
る
施
工
C
I
M
の
適
用
事
例
を
取
り
ま
と

め
て
公
表
し
て
お
り
、
三
次
元
モ
デ
ル
の
活
用
内
容
や

効
果
、
今
後
の
課
題
等
を
各
分
野
別
に
掲
載
し
て
い
る
。

今
回
の
二
〇
一
七
年
版
は
、
ダ
ム
工
事
に
お
い
て
3
D

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
利
用
し
た
地
形
測
量
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
実
際
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に
近
い

施
工
数
量
を
算
出
し
た
事
例
や
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た

地
盤
測
定
か
ら
設
計
と
の
整
合
性
の
確
認
や
仮
設
計
画

の
可
視
化
を
行
っ
た
大
規
模
土
工
の
事
例
な
ど
、

二
十
五
社
四
十
九
事
例
を
十
の
分
野
に
分
け
て
掲
載
し

た
。
さ
ら
に
、
施
工
C
I
M
の
適
用
事
例
の
み
な
ら
ず
、

実
際
の
三
次
元
モ
デ
ル
作
成
の
流
れ
や
手
法
、
活
用
方

法
等
に
関
す
る
「
解
説
」
を
加
え
、
よ
り
充
実
し
た
内

容
と
し
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
に
「
C
I
M

導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）」
の
策
定
が
な
さ
れ
る
と
と

も
に
、
二
〇
二
五
年
ま
で
に
、
計
画
・
調
査
・
設
計
、
施

工
、
維
持
管
理
の
一
連
の
工
程
に
お
い
て
C
I
M
の
活

用
を
原
則
化
す
る
考
え
を
示
し
て
お
り
、
C
I
M
導
入

推
進
に
関
す
る
取
組
み
は
、
今
後
さ
ら
に
加
速
す
る
と

思
わ
れ
る
。

　

本
事
例
集
が
C
I
M
導
入
に
お
け
る
参
考
書
と
し
て

幅
広
く
利
活
用
さ
れ
、
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

そ
の
課
題
を
解
決
す
る
方
策
を
、
第
五
章
で
計
画
段
階

で
特
に
留
意
す
べ
き
事
項
、
施
工
管
理
で
特
に
留
意
す

べ
き
事
項
と
し
て
記
し
た
。

　

ま
た
、
計
画
段
階
で
特
に
留
意
す
べ
き
事
項
と
し
て
、

支
持
層
の
条
件
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、

不
具
合
の
生
じ
や
す
い
地
盤
条
件
を
十
一
事
例
紹
介
し

て
い
る
。
さ
ら
に
安
定
液
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鉄
筋
か

ご
に
関
わ
る
留
意
事
項
を
述
べ
、
計
画
や
設
計
段
階
で

盛
込
む
べ
き
内
容
を
記
し
た
。
施
工
管
理
で
特
に
留
意

す
べ
き
事
項
で
は
、
工
事
フ
ロ
ー
に
即
し
た
管
理
項
目

の
う
ち
重
点
管
理
項
目
を
十
七
項
目
あ
げ
、
現
場
に
て

実
施
す
べ
き
内
容
を
図
表
や
写
真
を
用
い
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た

対
応
策
を
、
特
記
仕
様
書
に
盛
り
込
む
べ
き
項
目
と
し

て
ま
と
め
て
い
る
。
会
員
各
社
は
、
本
書
の
周
知
と
社

内
展
開
を
行
っ
て
品
質
管
理
に
あ
た
り
、
技
術
教
育
に

も
活
用
し
、
業
界
全
体
の
技
術
力
の
更
な
る
向
上
を
は

か
る
所
存
で
あ
る
。

「
場
所
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
の

 

品
質
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」を
公
表

 「
施
工
Ｃ
Ｉ
Ｍ

事
例
集
２
０
１
７
」を
公
表
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場所打ちコンクリート杭（アードリル杭）の工事フローと
本書で取り上げた重点管理項目

※拡底杭
　の場合

：本章で取り上げた
　重点管理項目

n i k k e n r e n  a c t i o n  r e p o r t n i k k e n r e n  a c t i o n  r e p o r t 日 建 連 活 動 報 告

杭芯確認

改
修
・
調
整
・
廃
棄

掘削機据付

表層部掘削

安定液注入

No.3

安定液混練

解説No.

表層地盤の
崩壊対策

鉄筋かご建込み

No.12

孔壁測定

No.2

表層ケーシング
建込み

No.6,7,8

軸部掘削

No.16,17

コンクリート打設

No.14

２次スライム処理

No.10,11

1次スライム処理

No.13

トレミー管建込み

埋戻し

ケーシング引抜き

No.9

支持層確認

拡底部掘削

生コン搬入・
検査

No.15

鉄筋かごの
加工・組立

No.4

No.5

No.1

H24 H25 H26 H27 H28 H29

国
土
交
通
省

日
建
連

（対象分野：ダム・トンネル・
 橋梁・河川、土工 ）

CIM試行 部分的試行による
利活用・効果検証

導入ガイドラインの
策定への課題整理

相互フェーズでの利活用・効果的検証
産学官協働によるCIM構築・課題検証

（H26 〜 H27） CIM導入
ガイドライン
策定

CIM導入ガイドライン（案）
成果品作成の手引き

事例集2015 事例集2016 事例集2017

導入に必要な要領・基準の整備要領・基準 現行基準の課題整理

契約図書 データモデル取扱検討（試行事業）

発注方式 効果的な発注方式の検討

契約図書取扱方針の策定

CIM制度検討会（参画）

CIM指術検討会（参画）

CIM導入
推進委員会
・ガイドライン
  策定WG
・要領基準
  改訂WG

CIM情報収集（国内・海外）

3次元モデルの作成・
現場試行事例収集 産学官

体制構築
（ガイドライン骨
子作成）


